
Ⅰ 「徳島の大工事情」から
「とくしま木匠塾」を経て、今



「徳島県木造住宅推進協議会」の30年と「とくしま木匠塾」

プレ「とくしま木匠塾」

 「徳島の大工事情」刊行：1989年度

 「徳島の大工育成作戦」刊行：1990年度

 「大工養成校開校構想」策定～開校準備：1992年度～1994年度（3年）

「とくしま木匠塾」開設・運営：1995年度～2003年度（9年）

ポスト「とくしま木匠塾」：2004年度～（10年）



「徳島の大工事情」での大工人口予測

徳島県の大工人口は、

2000年には、4,494人になっている。

2010年には、3,182人になっている。

徳島県の実際の大工数（国勢調査）

2000年には、5,335人

2010年には、3,140人



徳島県の大工数の推移（国勢調査）
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徳島県の大工の減少率

30年間で徳島県内の大工数は37％まで減少した。

2010年：3,140人 1980年：8,473人



全国の大工の年齢構成（国勢調査）
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全国の大工の高齢化（国勢調査）

30年間で60歳以上の大工の比率は、7％から28％まで上がった。
1980年：6.6％（62,097人÷936,703人）
2010年：28.3％（113,790人÷402,120人）

30年間で30歳未満の大工の比率は、26％から8％まで下がった。
1980年：25.8％（241,8537人÷936,703人）
2010年：8.4％（33,890人÷402,120人）



徳島県の大工数予測

2015年には、徳島県の大工数は2,000人台まで減少する。

2020年には、徳島県の大工数は2,000人を切る。



全国の住宅着工戸数
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全国の住宅着工戸数

30年間で、全国の住宅着工戸数は、67％に減少した。

1980年：1,213,859戸 2010年：819,020戸

67.47％（819,020戸÷1213,859戸）

木造割合は、ほぼ変わらない。

1980年：58.6％ 2010年：56.7％



徳島県の住宅着工戸数
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徳島県の住宅着工戸数

30年間で、徳島県の住宅着工戸数は、55％に減少した。

1980年：6,866戸 2010年：3,788戸

55.2％（3,788戸÷6,866戸）

木造割合が48％から77％に上昇したので、木造着工戸数は30年
前の88％を維持している。

1980年：48.3％（3,315戸） 2010年：77.0％（2,916戸）

88.0％（2,916戸÷3,315戸）



プレカットの普及
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プレカットの普及

プレカット材を利用する木造住宅の割合が、26年間で3％から

88％まで上昇した。

プレカットの普及が大工の減少を補っている。

プレカットしか経験しない若手大工が急増している。

このままだと大工の経験を積んでも大工のリーダーになれない。



危機的大工事情と緊急を要する施策

新規参入大工の激減に対して

新規参入大工の増大

リーダー大工の不足に対して

若手大工に対するリーダー大工の養成



Ⅱ リーダー大工の養成
規矩術研修を通して





25年度 講義



25年度 図面



25年度 実技
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26年度 図面



26年度 実習
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26年度 実習


